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学校における性教育について

１　目的
	　　児童生徒の発達段階に応じ，性に関する科学的知識を身に付けさせるとともに，

　生命を尊重させる態度や，自ら考え判断する能力を身に付け，望ましい行動がとれ

　るようにする。


２　性教育の基本的な考え方

	 ①　学習指導要領に則り，児童生徒の発達段階に沿った時期と内容で実施すること。

　②　保護者や地域の理解を得ながら進めること。

③　個々の教員がそれぞれの判断で進めるのではなく，学校全体で共通理解を図って実

　施すること。
　④　集団指導と個別指導とによって相互に補完すること。


３　性教育の進め方
	 ①　学校全体で取り組む。
· 校内委員会等の組織，目標や指導計画の策定。

· 授業の内容や使う教材・教具について校内委員会等で十分に議論し，教員間の　　　　

 共通理解を図る。

 ②　保護者や地域の理解を得る
　 ・事前・事後に授業の内容や使う教材・教具について十分に説明する。
　 ・日常的に地域や保護者と意見交換を行なう機会を設ける。
 ③　授業は適切に評価し，次年度以降の指導計画に反映させる。　


　
４　性教育を進めていく上で参考とする資料

　「学校における性教育の考え方，進め方」（文部省，平成１１年３月）

